
ゐ
る
と
､
ま
ね
も
帳
場
が
兼
で

『
パ
ル

チ
』
と
怒
鳴

っ

た
の
で
､
二
人
は
逃
げ
る
が
如
-
ほ
基

場
を
去
っ
た
｡

こ
の

山
夜

は
ホ
テ
ル
の
夢
園
か
な
ら
ず
で
あ
る
｡
露

天
の
芝
屠
見
物
に
Hj
か
け
で
屠
る
夢
を
見
た
｡
前
方
に

観
衆
が
進
H
L
過
ぎ
て
居
る
の
で
｡
現
場
係
は
車
を
塙

は
以
か
せ
で
'
そ
の

勢で
観
客
を
後
退
せ
し
め
た
｡.
後

請
の
客
は
前
列
の
客
に
同
情
し
た
か
賂
ね
免
除
を
戚
じ

た
の
か
全
鶴
客
組
立
ち
と
在
っ
て
折
角
の
芝
居
が
見
物

人
な
し
に
閉
じ
ら
れ
た
｡
妙
な
夢
を
見
た
も
の
だ
O
醒

ひ
れ
ば
夢
は
粗
密

の

7
部
で
あ
る
｡
只
同
情
し
て
英
れ

る
後
錆
の
観
衆
を
も
た
ぬ
鮎
が
相
異
し
て
ゐ
る
｡
今
日

攻
で
幾
多
の
薄
物
に
よ
っ
て
伊
因
の
文
物
を
夢
見
て
ゐ

わ
｡
然
る
に
馬
車

の
勢
で
後
退

を
弧ひ
ら
れ
で
も
只
後

列
の
客
の
惟
ば
す
に
止
ま
る
｡
を
の
悪
し

き
有
様
は
こ

の
ホ
テ
ル
の
封
遇
で
あ
る
｡

同
年
十九
月
境
に
は
邦
人
の
rJ
の
帝
テ
ル
に
滞
留
す
る

も
の
五
六
人
も
あ
っ
た
｡
友
人
も
二
人
あ
っ
た
｡
蕉
噛

-
の
仰
閲
語
の
知
識
が
醐
t
で
錐
将
の
窮

.i
印
象
は
甚

よ
-
な

い
｡

ホ
テ
ル
業
者
は

一
躍
の
外
交
官
な
-
と
は

新

i;
;

細

介

殆
ね
で
光
岡
で
催

さ
れ
た
世
邪

の
ホ
テ
ル
同
業
者
の
大

倉
で
聞

い
た
言
基
で
あ
っ
た
｡
rJ
れ
仲
の
族
の
東
は
伊

閲
に
あ
っ
て
は
口
外
す
る
に
足
ら
ぬ
浅
r
uで
あ
る
rJ
と

を
翌
々
H
同
じ
-
薄
遇
を
う
け
た
ら
し

い
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
飛
行
賂
綾
な
-
と
日
柄
す
る
男
の
許
は
よ

っ
て
知

っ

た
時
は
益
前
途

を
悲
観
し

な

け

れ

ば
存
ら
を
く
在
っ

た
｡
羅
糧
を
去
る
目
列
車
内
で
件
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
賂
枚

と
口
を
揃
え
一て
車
内
の
伊
闘
紳
士
に
訴

へ
た
｡
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地
質
調

査

所

報

告

第

叫

〇

五塘

滞

H

省
耕
作

火
京
地
壌
払
骨
撃
付

昭
和
五年
1
月

定
慣
五
五
鏑

昭
和
三
年
比
に
於
け
る
都
梨
報
皆
で
'
氷
化
に
七
itq:
;<
千
分

叩
地
賦

問
陥
幼
稚
脚
を
附
す
｡
昭
聖

二
咋
迄
に
日
収
折

の
も
の
は
錦
川
､
筑
波

銚
子
'
州
良
'
多
泊
見
､
足
助
'
柴
柵
､
伊
良
湖
岬
､
淡
紫
'
鳥
羽
､

岡
川
t
は
僻
'
今
約
'
久
加
､
川
石
=_
､
他
山
､
劣
枇
'
山
口
'
小
中

の
十
九
桐
､
利
率
桝
の
も
の
は
小
坂
､
熊
谷
'
八
王
子
､
水
洗
へ
櫛
佃

*
譜
那
-;
､
野
錐
､
伏
此
t
W
州
､
ホ
‥況
月
'
高
知
'

*
･._相
中
'
揺
減
､

舷
川
'
和
非
津
､

*
約
位
'
五
日
｡
山
地
､
拙
叱
抱
t
か
簾
肱

の
二
十

鴨

で
あ
る
｡
凹
に

*
印
を
附
し
L
F
る
も
の
は
昭
利
五

咋
四
月
ま
で
に
既

に
川
版
さ
れ
'
北
(仙
大
鞘

も
日
収
粥
'
現
今
二
川
榊
鵬
は
川
版

さ
れ
て

三

九

六

九



地

域

約
十
Is
i沓

居
る
の
で
あ
る
0

0

地

質

調
査

所
報
告

第

叫
0
大

東

商
工
省
新
作

杢
ぷ
地

桝
肌
骨
発
行

昭
利
五

聖
二
月
定
借
怒
脚
五
五
鋸

本
軸
比
日
は
駒
ケ
磁
火
山
噴
火
調
教
雅
文
で
船
木
健
技
伽
の
銅
盤

に
か

ゝ

る
O
脚
利
凹
舛
六
月

7
七
日
の
駒
ケ
似
雌
故
は
頂
上
部

の
火
口
底

に

布

せ
し
射
出
時
代
の
火
日
が
約
湖
し
た
も
の
で
､
境
川
山村
船
が
火
よ
り

舵
向
に
揃
し
て
地
川
さ
れ
た
る
は
噴
火
力
弧
大
で
あ
っ
た
錨
岩
肘
の
高

-
拙
川
き
れ
た

こ
と
-.北
ハ質
が
梓
市
域
で
あ
っ
た
-.
め
､
銘
枕
の
形
砂

を
受
け
易
か
つ
た
に
よ

る
も
の
で
あ
る
O
洋
右
流
は

頂
上
よ
り
四
周
に

油
川
し
､
山和
郎
は
･=.G
脚
と
同
じ
-
耐
輝
石
鞍
山
山方
で
梓
石
戯
な
る
を
特

徴
と
し
純
水

の
火
川
前
鋤
の
際
に
境
川
し
た
る
も
の
と
同
じ
｡
境
川
物

の
解
･;
は
〇
､
四
八
八
立
方
粁
､
駒
ケ
城
山
他
紙
容
桁
の
約
六
八
分

の

t
の
多
き

に
及
ぶ
｡
依

っ
て
地
下
騎
虎
を
減
じ
た
る
か
'
蛸
虎
を
北
じ

た
る
か
を
抑
測
せ
し

む
と
い
ふ
｡
附
榊
駒
ケ
獄
火
川
岐
川
物
分
布
樹
'

及
頂
上
に
於
け
る
新
火
口
､
の
二
枚
､
北
ハ仙
翁
馬
脚
版
七
枚
を
附
す
｡

0
地

質

調

査

所

報

告

第

叩
〇

七

紙

筒

⊥
省
耕
作

北
端
地

坪
協
付
鞭

行

昭
不日
五
紙去
月

先
供
二
相
四
〇
錨

小
堀
銀
山
訊
恋
雅
文
'
不
老
倉
汲
四
川
銀
山
調
教
報
文
､

北ハに
木
下

払
拭
技
抑
制
盤

の
二
根
文
を
城
す
｡
小
坂
附
近

の
銑
恥
は
孤
大
尾
小
の

特
=･i.
の
形
状
を
和
し
'
韻
鱗

を
中
心
と
L
t
哉
幼
'
珪
銑
之
を
取
り
怨

き
､
焼
石
は
閃
胡
銚
助
､
新
城
館
を
主
と
し
､
餓
駐
中
に
は
石
櫛
､
瑚

鋼
蝕
､
針
跳
蛾
等
を
見
'
ア
ル
カ
リ
性
･膵
紋
よ
り
比
舵
的
低
約
に
於
て

姓
成
し
た
る
こ
と
を
恕
伸
せ
し
む
｡
探
釣

上
留
意
す
べ
き
は
所
出
裁
胡

節
三
雄

]
1云

七

〇

火
山
附
妃
な
る
も
'
多
-
は
既
に
抹
鎖

さ
れ
屠
る
を
以
て
､
今
後
は
批

知
蛾
恥

を
可
及
的
甘
利
に
掘
載り
す
る
外
､
逸
な
か
る
ぺ
L
と

い
ふ
O

不
老
倉
及
円
内
附
妃
の
鉄
郎
は
節
三
組
暦
銀
に
是
に
赴
放
せ
る
安

山

㌍
及
ポ
英
粗
相
山村
中
に
雌
胎
せ
る
裂
伸
充
噴
紙
解
で
あ
っ
て
'
各
純
銀

脈
小
'
紋
泥
石
銅
鎌
脈
を
主
婆
な
る
も
の
と
す
｡
松
雄

の
抹
鏑
は
不
老

粛
本
地
よ
り
寅
と
し
て
火
に
行
は
れ
た
る
も
､
滑
水
に
於
て
は
四
分

の

拭
蛾
が
必
嬰
で
あ
る
0

0
室
戸
地
質
国
及
説
明
書

塀
工

省

聖

火
地
蝉
協
骨
撃

灯

T｡==御
玉

咋
三
月

･:･4
慣
恕
明
沓

四
〇

代

地
貿
脚
窓
側
四
〇
錨

七
舶
五
千
分

.I
地
紫
朗
船
齢
二
倒
七
髄

及
詑
明
朝

で
あ
っ
て
､
鈴
水
遼

大
技
伽
の
約
数
に
か
1
る
9
傑
紙
紀
の
安
鶴
川
暦
は
;-
捕
糊
桁
に
塊
喝

を
占
め
､
本
脚
鵬
中
で

は
訂.1
川村
を
王
と
し
､
稀
に
砂
岩
を
抑
み
､
小
地

域
に
鰐
川
す
る
｡
室
戸
暦
は
E
iT7{山村
及
砂
,=方
苅
川有
よ
り
な
-
､

t
見
甲
浦

問
幅
中
の
安
曲
川
暦
に
敷
似
す
る
も
'
室
戸
紳
呂
間

の
梅
粋
に
於
て
は

魚
骨
此
ハ他

1
秤

の
化
石
を
産
L
t
不
完
全
な
り
と
柵
も
本
暦

の
特
慣
'

叉
チ
ャ
ー
ト
中
に
は
放
散
出
の
形
骸
あ
る
も
の
あ
り
'
保
雄
紀
(?
)
'

彼
の
･:8
戸
牛
島
は
本
府
中
の
hTTTJ山方
よ
-
成
り
､
斑
据
･:1-方
､
輝
紋
岩

に
よ

り
て
貸
地
せ
ら
る
.
奈
年
利
川
暦

は
砂
岩
､
常
磐
'
輯
岩
よ
=
･成
り
一､

去
声
厨
と
は
断
暦
を
以

て
接
し
'
多
分
中
生
代
末
期
叉
は
節
三
紀
和
期

と
考

(
,b
る
｡
四
十
寺
山
暦

は
砂
岩
を
主
と
し
､
節
三
和
鮮
新
暦
下
部

よ
-
舟
暦
に
域
す
る
O
鮮
新
暦
は
北
淑
'
四
囲
'
六
本
松
､
茸
地
方

に

基
地
を
な
し
'
奈
年
利
厨
､
室
戸
修
を
不
盤
合
に
激
怒
す
る
｡
介
化
石

群
孔
B
.化
ポ
は
北
沢

に
多
数
産
L
t
洗
濯
野
暦
下
部
以
前
､
追
州
佐
束



櫛
の
化
石
即
に
州
=:=M
L
､
帥
潮
解
申
輔
の
も
の
で
あ
る
｡
(
上
的
)

9

譲

那

山

地

質

問

及

説

明

審

碑
ェ
解

杢

={
地
桝
払
仰
狸
行

昭
利
就
中
三
J

･:妃
慣
説
明
卦
八

〇
錨
地
筑

糊
斌
糊
六
〇
鴫

七
鵜
五
千
分

7
地
朝
岡
桁
第

7
六
〇
批
及
紀
現
車
で
あ
っ
て
'
前
非

清
彦
技
伽
の
調
教
に
か
1
る
｡
本
間
桁
に
は
御
神
経
暦
､
上
部
};
淡
暦

節
三
組
暦
の
分
布
す
る
あ

る
も
'
各
柿
の
花
…増
村
及
瓶
似
潜
石
多
-
'

邪
教
は
之
を
十
放
稀

に
分
ち
､
閃
頚
椎
=..川
岩
を
故
も
市
L
と
な
し
､
片

服
花
絹
=JG
.
片
批
嗣
賀
雌
花
榊
･:方
と
非
に
節

一
次
の
境
川
･=1祈
と
し
､
抑

粍
韻
.S
TG付
花
揃
･:打
､
含
舛
関
前
判
…尖
性
北
川
･=tS
､
柿
蹄
荊
怨
盤
仰
花
純

山村
は
節
二
次

の境
川
山村
で
､
閃
練
山村
､
斑
柵
山村
及
粗
放
岩
韓
は
姉
三
次

の
境
川
山村
で
あ
る
O
田
し
て
以
上
の
各
次
の
･S
H
山方
と
㈹
聯
し
て
多
-

の
抹
入
射
が
あ
る
｡

こ
れ
等
の
暁
川
場

の
峨
川
仲
代
は
申
出
代
以
後
､

第
三
紀
以
前
な
る
が
如I
L
｡
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府

中

地

質

国

及

証

明
書

輔
:rl.街

墾
=･J地
域
協
S=猿
行

昭
利
滋
咋
三
月

史
郎
TJ説
明
韻

七
〇
錨

地
既
囲
拭
山
一
正
成

七
;={
末
千
分

丁
地
併
川
帖
節
二
二

7
舵
及
瀧
別
辞
1iJ
あ
っ
て
､
放
水

拙
技
伽
の
糾
滋
に
か
1
る
も
の
で
あ
る
｡
本
附
幅
は
岡
山
糊
鵬
の
IL=E
.

･.j
僻
榊
附
の
梢
に
州
:･1==
す
る
も
m
t火
成
川爪
は
川
桁
内
に
蹟
域
を
占
め
D

鞘
練
･:G
及
鵬
紋
山村
は
古
地
代
の
祉
川
に
か
1
リ
､
花
…川
･=1.g
は
三
助
紀
米

以
彼
の
鵬
川
に
か
1
る
も
の
で
あ
｢㌔

前
非
桝
故
山打
'
石
英
斑
山
打は
花

伽
封
と
同

T
の
憤
仰

山ポ
娘
よ
-
分
化
し
た
も
の
で
は
i･同
時
代
と
抑
尤

さ
れ

､
彪

々
に
堕

二
組
肘
を
仙山
-
玄
武
紫
は
中
新
川
カ
.HF;
鮮
新
刈
以
後

の
牡
雄
に
係
る
も
の
で
あ
る
｡

新

野

紹

介

水
成
山村
は
上
部
音
也
僻
む
救
古
と
L
t

筏
月
郡
上
嶋
村
よ
り
は
'
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n
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d
a
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n
o
r
ifo
r
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a
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N
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h
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i
n
･

sp一時
を

出

し

'

下
部
石
衣
紀

と
岡
先
さ
れ
､
川

上
祁
満

山

村
及
大
我
村
よ
-
は

N
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此ハ他
の
化

石
を

目
し
て
上
申
部
二
曲
紀
と
同

文
き
ると
い
ふ
.
上
部
三
感
触
潜
は

椎
物
化
石
'

;>
ウ
ド
モ
ノ
ナ
ス
を
出
し
へ
雨
化
石
厨
は
同
府
位
に
あ
っ

て

｢
ノ
ー
リ

ツ
ク
｣
枕
に
鶴
す
る
こ
と
従
兆
の
研
究
の
如
し
O
以
上
の

古
拙
僚
及
三
雌
紀
Lb
と
不
水
食
に
､
虚
に
ょ
り
て
は
千
米
の
煙
さ
を
以

て
傑
抑
僻
(
硯
石
厨
)
が
分
布
す
る
｡二
ボ
準
化
石
は
未
発
見
な
る
も
曾
て

小
拭
師
ii
は
保
雄
末
期
或
は
臼
.BLj
初
親

の
蝕
成
な
ら
む
か
と
考

へ
た
｡

第
三
紀
櫛
は
八
十
米
前
後
の
厚
さ
を
以
て
基
地
の
頂
上
に
酸
達
し
'
ダ

イ
カ
-
ア
を
川
し
､
中
潮
期
乃
至
鮮
新
州
に
該
笛
す
る
.
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草

地

質

図

及

説

明

書

簡
工
省

光
来
地

堺
協
骨
撃
什

昭
利
立
坪
三
月

･:.4
倍
故
明

智
出血的
7
0
銀

地
質
問
式
的
四

〇
伐

七
恥
五
千
分

1
地
封
間
隔
節
三
〇
凹
耽
及
改
別
事
､
納
宙
詫
雑
技
伽

の
訓
盤
に
係

る
も
の
で
あ
る
.
投

首
の
鈷
晶
片
山布
は
右
投
片
岩
'
網
頚

将
片
岩
を
去
と
し
大
串
下
偽
の
餌
梓
･.向
繊
大
江
附
妃
に
藤
川
し
､
厚
さ

七
五
〇
溌
以
上
を
称
す
る
｡
二
盛
石
淡
紀
伊
は
本
間
隔

の
氷
端
'
即
ち

九
州

･柏
の
桝
梓
に
小
露
川
を
な
す
｡
鶴
れ
ど
も
闘
鵬
外
に
於
て
は
凍
方

に
脱
-
分
布
L
t
九
州
山
系

の
嬰
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
O
厚
さ
二
〇

〇
〇
米
を
降
ら
な
い
も
の
と
考

へ
ら
る
O
申
蝕
暦
の
上
部
目
盛
紀
は
天

童

1

七

l



地

球

第
十
四
容

市

の
火
郊
と
四
部
に
杯
和
し
'
砂
岩
1.m
山村
僻
､
ト

-
tn
lr
ア
砂
=JG
僻
､

イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
印
山村
肘
よ
り
成
り
､
榊
仰
浦
偽
l
獅
子
砧
等
よ
り
は
ト

リ

コ
エ
ア
の
和
知
を
多
-
川
し
.
下
比
の
粥
挿
入
;-=
村
に
於
て
は
･1
-

4n
IE
ア
｡
イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
を
耗
す
Q
節
三
紀
始
新
鮮
は

一
向
部
に
於
て
白

粥
紀
伊
を
不
搬
人
目
に
微
粒
す
る
鹿
あ
る
も
大
概
に
於
で
は
撒
介
に
被
試

し
､
暗
赤
色
訂
川村
改
印
山村
'
酎
山村
及
砂
･:那
(本
･:ポ
僚
中
に
は
獅

子
･iZ
の

北
火
端
､
下
鵜
氷
川作
II･=
野
河
内
村
本
純
耐
方
に
於
け
る
那
加
-

T
米
足

ら
ず
の
石
A
J山村
を
桃
和
し
､
北
:
の
中
に
,tih.作
石
の
化
前
を
赦
す
)
許
山村

北
砂
｡JI
兼
併
'
砂
-I:S
府

(
砂
･:打
は
白
､
淡
淡
色
に
し
て
二
〇
〇
米
力
宝

三
五
〇
米
の
輝
き
を
和
し
､
大
群
石
火
は
本
府
中
に
あ
り
)
猫
放
石
砂

封
僻
は
骨

に
淡
屈

の
上
北
五
〇
米
内
外
に
あ
っ
て
多
-
の
介
化
石
卑
任

し
'
示
準
樹
と
し
て
地
照
調
光
'
石
淡

の
拭
紙
に
よ
-
利
用
さ
る
O
点

上
府
は
Ttnm.包
即
山ポ
暦
で
あ
る
｡
天
鞍
下
･iZ
の
北
方
に
は
長
崎
悦
雄
火

脚

虹
の
椛
物
化
石
と
粕
似
せ
る
化
石
を
醗
す
る
地
層
が
発
達
し
鮮
新
鮮
と

考

へ
ら
る
｡

以
上
S.各
府
は
断
厨
及

向
斜
背
斜

の
柵
逝
il･)有
し
､
各
棟

の
火
成
岩

の
小
鰐
川
が
あ
り
､
特
に

リ
ソ
イ
ダ
イ
ト
は
大
｡..G
脈
又
は
米
粒
を
な
し

大
鞘
陶
土
の
tB
料
と
し
て
大
判
な
る
も
の
で
あ
る
.
泥
林
紫
は
数

ヶ
所

に
之
を
見
る
も
本
紙
町
の
以
北
に
は
緋
新
層
中
に
介

和
し
'

こ
の
布
衣

に
就
き
て
は
比
に
約
･甘=
棋
士
が
地
戟
柵
献
上
に
卓
見
を
発
表

さ
れ
て
厨

る
0

0

線
物
調
査
報
告

第
三
七
親

蹄

･i-
東

華

見
地
戟
払
骨
発
行

昭

和
先
非
三

月

･:4
偶

]
囲
九
五
錨

解
三
碗

三

宝

七
二

北
海
沼
に
於
け
る
三
つ
の
産
炭
地
剥
速
報
文
で
､
何
れ
も
鈴
流
速
末

技
伽

の
訓
査

に
か
1
る
も
の
で
あ
る
O
穿
洞
･:=hJ
m
は
稜
･芯
閥
に
あ
り
､

北
端
迫
で
早
-
知
ら

れ
た
…&J
H
で
端
末
ブ
レ
ー
キ
､
パ
ン
ペ
-
I
等
を

初

め
'
明
治
六
年
に
は
ラ
イ

マ
ン
も
訓
宜
し
た

こ
と
が
あ
る
｡
節
三
組

府
下
郎
砂
栄
中
に
三
〇
加
以
上
の
…
次
府
六
厨
あ
り
｡
切
城
虫

1
'
五
八

二
前
欄

に
し
て
'兜
収
率
を
七
割
と
せ
ば
端
親

T
'七
C
O
前
傾
で
あ
る

阿
麿
内
産
米
地
は
釧
格
納
に
あ
り
､
川
上
郡
絹
端

｢
ア
レ
キ
ナ
イ
｣

川
及

｢
モ
ア
レ
キ
ナ
イ
｣
川
の
嫌
域
を
占
め
､
下
部
節
三
和
停
車
に
二

光
厨
あ
る
も
t
O
｡
四
米

以

上
に
達
す
る
は

7
厨
で
あ
り
1
兆
,I,L
多
-

淡
紫
は
㍊
相
次

に
し
て
棚
捌
州
.
家
番
川
に
適
す
と

い
ふ
O
哩
赦

最
低

少
な
る
が
如
し
C'

糸
魚
樺
産
淡
地
は
釧
路
凶
原
作
抑
糸
魚
梓
の
北
に
あ
り
'
下
部
節
三

組
府
中
に
三
次
厨
あ
り
'
〇
二
叫I
O
.
九
米
の
厚
を
和
し
'
賦
布
怖
梯

約
五
五
鵬
平
方
米
に
及
ぶ
O
:.加
盟

は
柵
劣
り
､
厚
さ
担
化
し
､
未
だ
探

放

さ
れ
て
ゐ
な
い
｡

0

閥

束

構

造

盆

地
特
に
其
の
西
過
部
の
地
形
及
び
地
質

に
就
い
て

解
繊
研
究
報
せ

節
八

･
仙
警

衛
藤
報
恩
骨
単

桁
研
兜
粗
砂
部
川
版

昭
利
五
郎
五
月

非
詐
=;･

巻
孤
に
於
て
'
矢
部
博
士
は

｢
大
正
十
二
咋
九
月

7
日
の
関
取
大
地

裂
と
地
封
構
造
と
の
関
係
を
研
究
中

の
余
は
非

の
附
粁
蔀
*.#
の
叫
と
し

て
政
近
の
地
刈取
彊
伽
を
鑑

ふ
に
必
嬰
秋
-
ぺ
か
ら
ざ
る
同
地
方

の
地
形

餅
的
研
究
を
企
仰

せ
-
L
と
迎
ぺ
て
朋
ら
れ
る
0
本
報
せ
は
右
の
研
究

の
1
つ
で
あ
っ
て
､
矢
部
博
士
指
導

の
下
に
帝
大

､
川
山
村
槻
離
士
の



桝
先
に
か
1
る
も
の
で
あ
る
｡
腕
jI王
柵
縫
紋
地
は
地
形
的
に
は
舵
状
砧

地

で
あ
っ
て
'

こ
の
砧
地
に
は
t雅ー
段
の
封
し
い
段
丘

の
教
授
を
見
る
｡

之
を
机
多
雌
､
多
価
'
武
舶
野
､
捌
火
｢
ロ
ー
ム
｣
段
丘
と
呼
ぶ
｡
多
摩

段
丘
は
多
摩
丘
陵
'
桃
川
丘
槻
'
北
に
拘
綾
地
塊

の
大
部

に
株
式
的
に

報
社
し
'
吋
成
り
耕
し
-
仰
抑
さ
れ
T
批
叫
乃
至
晩
批
咋
地
貌
を
鼓
す
｡

段
丘
上
に
は
ロ
ー
ム
府
孜
隷
す
る
も
北
へ
の
下
他
に
は
砂
株
を
見
ず
し
て

帖
に
北
朝
･:打
に
不
祐
介
を
以
て
接
す
｡
武
裁
野
段
丘
は
州
枇
砧
地
'
鶴

野
故
地
'
多
傑
人
糊
の

諦
…如
地
を
.hLj
す
も
の
で
紫
咋
地
祝
を
和
し
'

ロ

ー
ム
厨
と
鵜
磐
山村
屈
と
の
閏
に
は
砂
標
屈
を
見
る
｡

こ
の
術
段
丘Ll
の
地

形
地
･FS7
的
井
朗
を
北
じ
た
る
主
脚
脚

の
拭
光
は
本
筋
文
の
脱
臼
で
あ
っ

て
耐
蝉
ijtの
研
究
せ
ら
れ
し
鹿

に
よ
れ
ば
両
地
塊

の
淋
緑
を
相
と
す
る

地
殻
鎚
勅
を
統
裁

の
成

川
府
托
納
車
或
は
筏
t
TTE
も
純
水
1
ロ
ー
ム
博
し

及
び
そ
の
下
底
*
J･占
む
る
砂
僚
櫛
比
梯
前
に
銑
じ
た
も
の
で
あ
る
｡

C
房

綿
等
島

の

地

形

特

に
浸
軸

面
の
封
比
に
就
て

桝
術
桝
北
朝

音

節
九

'
仙
小野
.鮒
磁
軸

威
令
蝉
術
脚光
組
務
部

川
版

昭
利
正
中
七
月

非
常
=m

欠
部
数
授
指
･.I,#
の
下
に
行
は
れ
つ
1
あ
る
捌
氷
地
形
脚
光

の
7
部
で

あ
っ
て
主
と
し
て
川
両
州
蝉
士
の
桝
死

に
か
1
る
論
文
で
あ
る
｡
食
餌

を
二
･群
に
分
ち
節

二
村
は
位
糾
附
の
劉
比
'
約

二
碑
は
谷
形
'
段
丘

に

約
す
る
研
究
で
あ
る
｡
節

一
山=L
は
懇
肴

の
炭
も
力
を
対
し
た
即
､

こ
と

に
描
紬
TL州
は
相
聞
の
的
故

で
射
石
t
Le=仕
､
歳
毅
'
師
の
僻
針
称

に
諺

矩
為
し
と
な
L
t
徽
蝉
的
に
ーk
放

っ
た
虎
に
興
峡
が
あ
る
｡
何
故
な
ら

ば
刑
も
す
る
と
地
形
の
研
究
中
に
は
灘
に
瓜
倣
'
又
は
狗
断

に
脱
ぎ
な

新

新

約

介

い
と
偲
は
れ
る
様
な
こ

と
も
あ
-
あ

い
の
で
あ
る
か
ら
､
川
山
串
ii
の

様
な
兜
的
研
究
法
で
弛

ん
で
行
け
ば
利
蝉
的
侶
帖
を

一
層
尚
訊
せ
し
め

る
吋
能
他
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
0
田
に
戦i
士
は
丹
後
但
描
'84g
災
地
方
に

於
て
､
骨

て
評
洲
な
研
究
を
試
み

ら
れ
畔
術
肘
枕
報
せ
節
六
髄
に
鞄
袈

さ
れ
て
肘
る
｡
(
以
上
､
上
紙
)

○
倣
諾

管

著
水

産
化
轟
賓
験
法

昭
利
葦

苦
言

丸
各
軸
式
骨
批
位

相

･.尼
僧
二
槻
八十
錦

本
省
は
北
鴨
池

貯
閲
大
鶴
附
属
邸
門
部
に
於
て
教
鞭
を
執
ら
れ
る
大

払
､
佐

々
木
和
代
が
そ
の
柴
･:.･=
な
る
多
坤

の
紐
験

に
韮

い
て
酌
量

さ
れ

た
和
則

三
二
四
:只
の
水
路
化
戦
に
約
す
る
賛
助
法
を
述
べ
た
も
の
で
あ

る
｡
新
教
が
谷
首
に

〓
k.;
さ
れ
た
や
う
に
水
韓
軍
門
鶴
校
を
は
じ
め
'

大
邸
､
荊
韓
榊
庇

の
蛾
校

で
水
耗
化
桝

の
故
和
讃
戎
ひ
は
参
考
礎
と
し

て
布
端
な
る
も
の
で
あ
る
｡

本
省
は
全
部
を
川
朋
に
分
も
F
史
に
令
嗣
豊

中
に
分
も
'
各
帝
に
は

之
に
捌

す
る
主
部
な
参
考
桜
を
鵬
げ
て
本
沓

の
み
で
は
伽
骨
し
加

い
場

令.
之
を
那
ふ
に
頗
る
便
利
に
川
凍
て
ゐ
る
｡
又
車
引
も
添

(
ら
れ
挿
樹

は

三
〇
も
あ
り
､
行
文
は
平
易
且
つ
丁
寧
で
あ
る
0
第

7
綱
は
地
歌
と

し
て

TA般
化
桝
分
析
に
踊
す
る
畔
僻
と
し
て
訊
礎
相
子
群
典
'
帝
親
許

鼎
'
天
秤
や
加
執
券

別
拙
作
を
詳
し
す
ぎ
る
枠
懇
切
に
散
別
し
て
あ
る
｡

餌
二
胴
は
触
槻
及
び
布
棚
物

の
妃
件
分
析
を
遊
べ
､
(1鹿

の
分
離
糠
川

も
約
鞘
な
未

で
袈
は
し
低
利
に
川
水
て
ゐ
る
｡
節

叫
嗣
及
び
解
二
郎
は

勅
撰
帝

の
た
め
に
刺
切
に
背
か
れ
た
も
の
で
､
冊回
韓
蜘
校
で

T
舷
壮
挙

･LE
鴫
を
し
た
も
の
に
は
不
非
で
あ
る
O
節
三
編
は
如
仙槻
物
泣
灘
分
析
と

1妻

l

七

三



地

理

約
十
凹怨

し
沌
づ
綿
E.i
と
琉
;.北
と

の
二
串
に
分
け
ら
れ
て
あ
る
｡
解
党
分
析
に
於

て
:.q
肋
に
蜘
す
る
訟
肌
は
十
介
で
あ
る
が
'
も
少
し
脱
化
'
退
元
'
ア

ル
カ
-
及
び
快
満
山4
班
や
沈
拍
法
の
糾
論
的
ガ
附
と
指
示
炎

の
規
約
を

入

れ
て
欲
し
い
鼠
が
す
る
0
流
北
分
析
の
ガ
は
水
純
化
3i
に
必
泌
む
分

周
と
脱
税
を
述
べ
て
あ
る
｡
そ
の
膿
J
JJ
し
て
､
節
三
韓
は
水
の
分
析

節
目
串
は
企
雌
の
分
析
､
節
先
帝
は
帖
永
分
析
室
緋
配
し
て
ゐ
る
｡

こ

の
節
三
巾
か
ら
終
光
輝
迄
が
地
射
放
物
串
方
田

の
も
の
に
祈
益
な
怨.

誠

を
蜘

(
て

典

g
.る
O
殊
に
水

の
分
析

に
於
て
は
水

の
探
脱
法
や
拝
辞
物

部

や
桝

々
の
(Li
a
や
ハ
ロ
ゲ
ン
や
恨
根

の
従
衆
法
を
迎
べ
.
叉
碓
庇

の

州
:妃
法
を

訓

(
て
ゐ
る
.
そ
の
他

水
糸
イ
オ
ン

淡
此
締
仰
性
'
髄
索
'

避
難
加
悦
の
光
叙
法
を
述
べ
､
飲
料
水
や
黄
桃
用
水
の
紀
滋
の
棚
雅
も

詑
肌
さ
れ
て
み
る
｡
節
四
郎
は
市
棚
物
起
光
分
析
と
腸
班
壮
快
及
び
脚

韻
試
抽
法
が
略
拙
さ
I･).T
て
ゐ
る
が
､
そ
の
節
三
串
に
水
誌
イ
オ
ン
紐
皮

捌
･:･4
法
が
あ
っ
て
'

こ
れ
は
…皆
々
に
も
珊
嬰
な
都
城

で
あ
る
.

嬰
す
る
に
不
満
は
挙

げ
北
松
非

に
勧
め
て
敬
来
さ
れ
た
邦
訳
の
#
鮎

で
あ
っ
て
､
そ
の
内
容
に
は
長
船
よ
ろ
し
卓
を
柑
な

い
靴
も
あ
ら
う
が

こ
の
ガ
桝
に
t･I.別
状
す
る
と
こ
ろ
は
多
大
な
も
の
で
あ
る
と
倍
ず
る
｡
誠

に
試
聴

の
努
力
に
感
謝
し
か
1
る
方
術
に
糾
峡
を
和
せ
ら
る
1
分
に

-

紙
を
お
勧
め
す
る
0
術
は
地
餌

桝
卦

に
も
地
質
北
蜘
分
析
法
と

で
も
魁

す
る
岩
石
､
土
蚊
､
水
､
氾
泉
'
供
物
称

の
北
松
分

析
を
的
易
に
散
糾

し
た
邦

訳

の
塘

錆
が

7
卿

耽

刊

行

さ
れ

て
も

よ

い
岬

榔

で
あ
る
と
如
介

子
は
痛
感
す
る
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概

念
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ッ
ト

ー
ダ

ラ
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フ
州封

閲
松

久

細
評

古
今
潜
航
敢
行

節
三
雄

墓相

七

凹

本
朝
は
地
似
学
を

僻
む
鶴
と
日
経
刺
戟

と
の
橋
池
し
の
料
尉
で
あ
る

と
い
ふ
見
地
か
ら
訟

越
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
､
地
秋
蝉
と
桝
=
駁
｡
淋

鎚
の
怒
哉
し
金
利
蝉
分
封
に
於
け
る
-推
出
城
と
n
然
刺
撰
｡
地
挑
樹

と

腿
史
松
｡
地

秋
雄
と
日
払
和
樹
｡
判
立
科
桝
と
し
て
の
地
珊
塔
｡
地
秋

蝉
の
訟
縦

倍
伯
と
教
育
偶
低
と
い
ふ
七
韓
に
亙
っ
て
柵
細
な
許
越

が
あ

-
'
串
梅

に
証
解
と
参
考
態
と
を
列
記
し
た
菊
脱
二
三
八
許

の
妙
子
で

あ
る
'

い
づ
恥
に
し
て
も
獅
進

の
蝉
堵
は
か
う
し
た
州
餌
を
云
ふ
こ
と

を
好
む
と
み
え
て
､
納
諭
に
藷
す
る
迄
の
逆
行
の
長

い
こ
と
は
多
-
〟

他
の
知
識
と
鮎
を

7
に
し
て
ゐ
る
､
殊
に
狐
迩
詳
の
か
や
う
Li
懲
聯
的

の
も
の
を
日
本
文

に
滞
畑
す
る
場
合

に
於
て
光
ら
に
叫
暦
そ
の
放
鮎
が

暴
露
さ
れ
る
'
し
か
し
北
ハ
の
緋
局
と
し
て
ほ
他
州
喋
に
は
自
然
科
蝉

の

方
河

と
人
文
科
蝉
の
二
万
両
が
あ
る
と

い
ふ
こ
と
を
叫
に
-
だ
-

し

-
か
い
た
ま
で
2̂
あ
る
.
我

々
は
本
省
か
ら
新
ら
し
い
地
川
蝉

の
弛
み

ゆ
-
途
筋
を
指
示
さ
れ
た
と
は
_=仙
(
な

い
､
た

L･
六
ケ
淑
-
云

(
ば
云

(
る
も
の
だ
と
感
版
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
｡
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崎
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方
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士
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念
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文
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地
排
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節
六
容
節

七
離

水
大

地
理
解
教
室
内
日
本
地
別
解
骨
は
､
炎
創
般
教
で
あ
り
腰
仙

で

あ
っ
た
故
山
略
博
士
の
嘩
約
を
偲
び
､

こ
1
に
こ
の
新
版
六
八
九
許
の

大
典
十
を
刊
行
し
之
を
同
博
士
の
韻
に
き
1
ぐ
と
致
し
た
'
繁
を
と
る

も
の
友
人
及
門
下
食

せ
て
四
十
五
名
の
多

き
に
治
し
､
静
銀
た
る
壌
林

の
批
肋
聖
が
め
さ
れ
た

こ
と
は
誠

に
腔
判
に
堪
え
な
い
'
恥
に
本
鶴
を

み
て
認
し
-
脱
に
つ
-

こ
と
は
牌
任
地
班
及
人
文
地
即
に
捌
し
た
も
の



が
十
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の
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を
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妃
衆

の
地
別
31
桝

光

の
測
棚
を
反
帆
し

て
ゐ
る

こ
と
で
あ
る
､
川
崎
博
士
に
は
､
藤
桝
地

川
の
紙
覇

や
所
作
久

南
祥
輩

の
常
油
に
於
て
､
机

に
人
文
地
相
塔

(
も
､
そ
の
鵬

の
方
杓
を

取
ら
れ
た
出
黄
?
跡
あ
っ
た
'
門
下
偵
オ
幣
川
し
て
き
う
し
た
芳
:L桝
に

肺

に
川
也

の
成
鵜
を
納
ば
ん
と
す
る

こ
と
を
他
見
し
て
'

こ
ゝ
に
･;S
省

の
公
刊
を
哩
州
し
て
お
き
た

い
｡
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我

が

怯

む

柑

秋
田
踊
南
秋

田
郡
旭
川
村

仙
川
小
糊
藤

川
収

秋
川
仰

の
火
北
で
'
秋
‖
市

の
水
路
蹄
に
な
っ
て
ゐ
る
旭
川
の
供
布

に
そ
う
て
S
氷
た

7
村

の
地
誌
で
あ
る
､
郷
土
地
誌
研
究

の
姫
脚

さ
る

ゝ
今
日
､
本
端

の
ご
と
き
川
版
は
放
迎
さ
れ
ね
は
な
ら
ぬ."

蒋
和
光
川

良

1
氏
は
さ
き
に
捕
手
町

の
地
理
を
恐
れ
た

の
で
あ
る
が
､
本
鞘
に
於

て
は
前
牛

は
地
相
又
は
略
相
を
以
て
巧
に
こ
の
小
さ

い
村

の
地
州
障
と

そ
の
仙
机
と
を

附
訳
し
州
銀
と
し
て
郷
土
を
し
ら
ぺ
る
開
放
が
あ
つ
め

ら
れ

て
あり
､
虹
ら
に
評
的
な
総
計
や
方
言
指

が
つ
い
て
ゐ
る
､
仙
郷

の
も
の
と
綿
も

こ
れ

に
よ
っ
て
村
勢

の
大
鵬
を
拙
僻
す
る

こ
と
が
川
氷

る
の
も
う
れ
し

い
'
端
役

の
旅
萩
中

の
淡
前
の
中
に
は

こ
の
即
朴

な
川

舟

の
生
爪
に
ビ
ッ
ク
リ
払
糾
し
-i.J
之
に
内
情

し
て
ゐ
な

い
訓
韓

の
あ
る

こ
と
を
つ
げ
る
b.1
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
､

こ
れ
は
必
L
も

こ
の
相

の
北

淡
の
み
で
は
な

い
が
t
E
令

の
苑
地
は
H
分
11iJ
モ
ツ
ぺ
を
は

い
て
も
よ

か
ら
う
で
は
な
か
ら
う

か
'
之
を
見
て
世

で
す
ね
な
ど

い
ふ
の
は

い
け

ま
せ
ん
O
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五
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王
朝
仲
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
､
盛
ん
に
用
ゐ
ら
れ
て
ね
た
首

珊
…
や
謂
法
が
､
現
代
閥
誹
に
於

て
ほ
､
金
-
睦
紬
し
て
し
ま
っ
た
の
が

本
省
に
於

て
発
比
し
柑
ら
れ
る
の
み
で
な
-
､
硯

に
八
流
山

で
は
H
用

語
と
し
て
仙
川
さ
れ
て
ゐ
る
O
絶

っ
て
き
う
し
た
古
代
糊
1.iE
の
怒
蛇
も

亦
本
態
に
よ
っ
て
伽
粋
さ
る

1

由

が
多

い
の
を
多
と
す
る
O
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パ

ラ

噂
話

の

研

究

松
岡
静
雄
著

郷
土
研
究
祉

川
舷

先

供

三
脚

向
押
研
究

の
認
容
が
さ
き
に
発
表

さ
れ
た
チ
ャ
モ
口
語
､
中
火
カ

ワ

ウ
ン
譜
､

マ
ー
シ
ャ
ル
綿
等

の
姉
妹
隅

で
あ
っ
て
･"
ク

P
ネ
シ
ャ
珊
系

の
言
語
頓
的
研
究

の

1
成
瓜

で
あ
る
｡

こ
れ
に
ょ
つ
て
木
槌
蛇

が
フ
イ

リ
ツ
ビ
ン
'

マ
レ
I
､
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ラ
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シ
ャ
韻
語

の
影
粗

を
Li′け
て
ゐ
る
こ
と

を
肌
に
さ
れ
た
O
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五
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も
の
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前
駆
打
五
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い
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の
で
あ
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0
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で
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ブ
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､

マ
イ
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デ
ン
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ム

シ
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い
ふ
同
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方
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を

考

(
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も
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で

あ
っ
て
'
首
LfL｡:
ALSJi
薪
に
は
枇
馳
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
と

思
ふ
'
同
時
に
人
文
地
班
や
土
俗
挙
を
好
む
人
に
も

1
艇
は
治
ま
れ
ね

ば
な

､と
ね
と
腰
ふ
､
本
番

は
三
舛
前

に
人
勅
撰
靴
箱
に
の
せ
ら
れ
た
も

の
.,
焼
き
収

L
で
あ
る
｡
焼

き
粧

し
で
あ
る
が
'
井
稗
史

ら
に
祁
ほ
れ

た
と

こ
ろ
が
多

い
か
ら
､
焼

き
砿

し
だ
と
い
っ
て
之
を
岬
税
し
て
は
れ

ら
ぬ
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架
岐
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文
献
日
経
を
記
し
た
も
の
で
封
碑
と
轄
名
を
北
ぺ
て
あ
る

マ
グ
ネ
i
イ
ト
に
関
し
て
も

こ
れ
拭
け
多
娘
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
明
に

さ
れ
て
'
邪
教

の
努
力
を
多
と
せ
れ
ば
な
ら
ぬ
'
非
鮮
=州
ら
し
い
が
油

鋤
地
朗
訓
恋
仲
の
新
教
に
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の
め
ば
､
淡
紫
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餌
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し
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-
れ
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と
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O
ア
イ
リ
ヅ

ピ

ン

の

産

索

フ

イ

リ

ツ
ビ

ン
は
今
仰
必
撃
Hnn
の

全
部
を
輸
入
し
'
北藤
川
の
九
割
ま
で
は

脱
料
品
で
あ
る
､

こ
れ
は
凹

郡
部
治
下
三
甘
年
間
非
工
業
の
党
蛙
が
停
押

し
､
人
蛇
が
天
誠
に
な
れ

て
愁
盟
を
超

さ
な
か
っ
た
純
米
で
あ
る
'
し
か
し
米
閥

の
政
治
を
う
け

て
以
衆
'
粥
式
な
粒
S.#
も
し
-
は
納
式

の
エ
兼
は
.
次
節
に
陶
汰
さ
れ

て
エ
米
機
榊
は
随
桝
に
抑
ゑ
つ
け
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
､
令

そ

の
大

磯
を
見
る
と
､
節

t
砂
粘
弟
､
数
年
以
雑
中
段
舵
怨
を
舵
し
劫

物
の
力

で
恕
粧
し
て
ゐ
た
黙
式
か
ら
現
代
式

に
か
は

っ
た
､

1
九

T
O
牛
に
妃

代
式
馳
抑
工
場
が
川
非
今
日
で
は
そ
の
数
凹
十
､

一
日
の
粗

脈
力
は
凹

七
､
六
三
〇
艶
櫛

に
珪
し
た
､
此
応
到
る
桝
で
甘
肪
む
つ
-
る
が
工
場

節
三
班

宝
1.ハ

七
六

は
ネ
グ

ロ
ス
出

'
パ
レ
バ
ン
カ
'
バ
タ

ン
ガ
ス
､

ヌ
エ
バ
エ
シ
バ
'
タ

ル
ラ
ク
'
パ

ンガ
シ
ナ
ン
地
方
に
榊
供
さ
れ
る
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二
･
蜘
堪
難
批拙

こ
の
蔀
米
は
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七
八

7
-

一
八
八
二
年
に
去
る
長

い
間
政
船
の
串
蛍
で
あ

っ
た
'
其
収
入
が
政

府
の
故
人
の
五
割

に
上
っ

た
,
枕
木
で
も
共
敬
批他
工
場

へ
迭
-
ら

れ
る
良
籾
は
ヵ
.I,
ヤ
ン
河
谷
地

方
か
ら

出
る
､

こ
の
名
は
朱
印
舶
北
枕
地
名

の
う
ち
に
比
に
我
蛾
に
知

ら
れ

て
ゐ
た
糸
で
あ
る
｡
今
日
も
触
良
な
業
容
が
で
る
､
工
場
の
故
金

納

で
九
二
､
紙
谷
工
場
は

二
九
､
位

州
職
工
は
五
鵜
人
､
カ
ヾ
ヤ
ン
以

外
の
地

で
も
舶
群

の
産
は
多

い
O

三
､
榔
チ
エ
加･:･

本
巣
は
比
仏
人
地
所
の
大
部
分
を
し
め
'
輸
出
解

J
枕
を
し
め
す
'
邦
子
二
光
の
漣
な
も
の
は
､

コ
プ
ラ
､
州

子
油

､
油

片
抑
子
肉
､
椛
物
伽
ラ
ー
ド
'
端
子
及
技
手
原
料

の
製
批旭
で
あ

る
､
大

部
分

は
家
内
工
菜
で
あ
り
'

コ
プ
ラ
咋
虎
糾
は
的
凹

7
0
'
0
0
0
米

噺

で
み
る
'
大
職
以
後
搾
納
工
光
が
党
放
し
共
滅
相
佃i=;

はコ
プ
ラ
牟
皮

付
の
五
割

に
連
す
る
､
そ
の
製
油
鮒
は
叫

に

7
五
〇
'
0
0
0
カ
竺
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o
o
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米
噸
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沈
し
北
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庶
物
に
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ア
ラ

ケ
ー
キ
が
あ
る
O

凹
､

ア
バ
カ
工
業

マ
一T
ラ
妹

の
雌
作
は
凹
十

ケ
仰
･4
線
は
三
'
四

〇
〇
ケ
肝
で
行
は
れ
る
P

こ
れ

も
大
部
分
は
家
内
工
業

で
あ
る
'
製
納

柴
は

マ
ニ
ラ
の
三
大
工
場
に

盛
で
あ
っ
て
咋
型

TO
､
0
0
0
棚
に
建

す
る
O

狛

叉
少
故

の
都
市
で
は

こ
の
蛾
紙
で
練
物

をつ
-
る
'
比
粍
婦

人
の
被
版
に

供
し
て
市
場
に
川
で
な
い
〇

五
･
測
鉛

大
概

の
た
め
に
促
赴
さ
れ
た
も
の
1

7
で
あ
る
､
今
日

は

マ
Et
iフ
市
内
外
で
五
跳
人
か
ら
の
姉
人
が
従
耕
し

て
ゐ
る
'
米
図
人

の
資
本

で
行
ほ
れ
て
ゐ
る
｡


